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2,7-フルオ レンジア ミン (2,7-fluorenedi-

amine,2,71FDA,2,7-diaminofluorene)が化学

構造上ベンチヂンに酷似する点に着目し,フル

オレンジアミン類が過酸化水素存在下でペルオ

キシダーゼによって酸化 され る ことを発見し

た｡この事実にもとづいて,以下に述べる数項

目の医学的応用が可能であることが明らかにさ

れたので報告する｡

実験に供 したジアミン類は (1)2,7-FDA,(2)

2,51フルオレンジアミン (2,5-fluorenediamine,

2,51FDA,2,5-diaminofluorene),(3)2,3-フルオ

レンジアミン (2,3-fluorenediamine,2,3-FDA,

2,31diaminofluorene)及び (4)2,3-ジアミノー91

フルオレノン (2,31diaminol91fluorenone)の四

種類であるが,実用に供 しうるものは(1)及び(2)

の二種類である｡

1 内因性 ペル オキシ ダーゼの細胞化学的

証明1~4)

2,7-FDA はpH8.5,9･0,9･4など比較的高い

アルカリ領域では不 溶性黄褐 色調の反応産物

(フルオレン褐色)を生 じるので細胞化学的に

水素供与体として使用 しうる｡実際にはpH9.0

以上で使用するのが適当である｡ pH 7･2位の

中性から酸性領域では水溶性縁青色の反応産物

(フルオレン青色)が生じるので,この領域で

は細胞化学的には使用できない｡

2,5-FDA は pH 7.2,8･5,9･0,9･4でフルオ

レン青色のような水溶性反応産物を生 じないが

pH 7.2-pH8.5位の範囲で反応を行うのが適

当である｡2,5-FDA の場合には反応産物が紫

褐色調を呈するが,この場合 も 2,7-FDA 同様

にフルオレン褐色と呼ぶ｡

2,7-FDA 及び 2,5-FDA ともに細胞化学的

水素供与体として優れた性質を有 し,血液学的

検査法として骨髄性白血球ペルオキシダーゼ活

性検出に優秀な成績を与える5,6)｡

以上述べたところは光顕的応用であるが,フ

ルオレン褐色はオスミウム親和性を有するので

電顕的応用も可能である9)｡

2 外因性ペルオキシダーゼの細胞化学的証
明7)

細胞内蛋白質摂取様式の研究及び酵素抗休法

などで西洋ワサビベ ルオキシダ-ゼが蛋白質 ト

レーサーとして用いられることが多いが,この

場合の西洋ワサビペルオキシダーゼ活性の細胞

化学的検出に 2,かFDA 及び 2,㌢FDA が応用

される｡

3 2,7-FDA によるカタラーゼの細胞化学

的証明8,9)

2,7-FDA はグルタルアルデヒド固定切片で

のカタラーゼの細胞化学的証明に使用しうる｡

2,7-FDA によるカタラーゼの証明はpH llで

行うのが最良である｡ペルオキシダーゼの場合

同様電顕的応用が可能である｡

4 ヘモグロビンの細胞化学的証明10)

-モグロビンの仮性ペルオキシダーゼ作用を

利用 して,その局在性を決定することが出来る｡

この細胞化学的反応は内因性ペルオキシダーゼ
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活性を除外 するために TCA 含有固定液で国

定 した切片を用いて行われる｡ 2,7-FDA 及び

2ふFDA ともに使用できる〔

5 生物試料中の血液の証明11,12)

2,7-FDA が 中 性～酸性領域 で水溶性緑青色

反応産物"フルオ レン青色"を生成することを利

用 して糞便,腹水中に存在する血液を検出する

ことが出来る0

6 過酸化物の証明13)

2,71FDA はペルオキシダーゼ存在下で 過酸

化物の検tL侶こ応用できる｡ 指標はフルオ レン古

色の生成である｡ 脂肪の酸化などに際 し過酸化

物が′生成されるので,脂肪の腐敗度の測定に も

利用 されるU

以上の外にもフルオレン盲色の生成を指標と

して若干の応用が可能である14)0
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